みんなでエポケーepohkeしよう

ごしょごしょ通信 No.33　　2002年11月30日
なんだかんだと言ってるうちに、今年最後の通信になりました。今年もよく遊びましたね。かかわって下さったみなさん、どうもありがとうございました。来年もまたいろんなことして遊びましょう。最近、「エポケーepohke（独）」という言葉が気に入っています。哲学用語で、「判断中止。事物のありのままの姿を把握するため、それまでの判断を一時中止するという考え方」なのだそうです。

子どもは学校で勉強するもの、年寄りは「黄門さま」が好きなもの、だから学校へ戻してあげるのがその子のため（そうじゃない子もいるのに）、テレビは時代劇をつけてあげるのが親切に決まってる（あるアンケートによると、7割のお年寄りがニュース番組が一番好きと答えた）。今の世の中って、そんな「善意」がいっぱいで窒息しそうになる。

教師や親や、介護スタッフ自身のそんな思いこみが、当時者のいないところで勝手に増殖し、「常識」となってはびこっている。長年住んできた自分の世界観から離れることは難しいけれど、学校や医療に関わっている「専門家」といわれる人たちはもちろん、一人の大人として、親として、「当たり前に思ってきたこと」を「エポケー」してみることができれば、そこには別の世界が広がっている気がします。

